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1.　はじめに
1.1.　主題設定の理由
本校では， 平成 27 年度 （2015 年度） より，
「自立し，つながり，探究し，創造する力の育成」
と主題を設定して研究に取り組んでいる。 この主

























あると考えている。 「やりくり」 という言葉は， こう
した教師の営みに沿った研究を行うキーワードで
ある。 この 「やりくり」 というキーワードを本校職
員が共通理解し， 多くの実践を集めた時に， 生





Takahiro Nakao （Tottori University Junior High School） : Cultivation of abilities of students 
to be self-reliant, cooperative, inquiring, and creative. ― Things emerged from “Examples of 
managing in the practice of classes”
要旨 ― これまでの本校の取り組みから， 学習に対する受動的な意識や， 学習内容を他の文
脈に発展させる意識の希薄さを問題として捉えた。 その問題への対応として， 「やりくり」 をキー
ワードに授業実践を重ね， 教師の工夫をもとに効果的な手法を探ることとした。 各教科の実践よ
り， 生徒の 「やりくり」 を意図した授業によって， 「知への欲求」， 「思考の拡散」， 「言語活動
の定着と意欲」 に対して効果が見られた。
キーワード ― 試行錯誤， 問題解決， 主体的学習， 探究， 創造
Abstract ― An examination of our past practices of classes in the Tottori University Junior High 
School revealed the students’ tendency of passive attitude and lack of ability to proactively apply 
items learned to other issues and situations as problems. To solve the problems, we decided to 
explore effective methods of classes based on teachers’ ingenuities through a series of classes done 
with “yarikuri”, a Japanese word which means ingenuities by full use of what they possess, as a 
keyword. Through the practice of each subject, we found that most of the students attained some 
improvements for "desire to knowledge", "expansion of ideas and consciousness", and "establishment 
and motivation for language activities" by the classes designed to activate students’s “yarikuri”.
Key words ― trial and error, problem solving, proactive learning, quest, creation
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トロース 1976）。 「やりくり」 するためには深い理
解が不可欠なのである。 内田は， こうした感覚
が学びにおいても重要であると述べている （内
田 2009）。 「やりくり」 という概念をベースに試行
錯誤することで， 試行錯誤に思考をもたらすこと
ができる。 手持ちのものをどのように活用するの
かを思考するからである。 つまり 「やりくり」 を前
提とした試行錯誤は， 目的の解に対して思考が
生まれ， 教育として成立するのである。
本校の 「やりくり」 は， このように試行錯誤と
の関連をもたせ， 既有の知識や技能を生かして
新たな課題を解決する力を育成するものである。
また， 生徒に 「やりくり」 を求めるような授業



























































このように， 「やりくり」 授業に対して， 最低限
の方向性は設定しているものの， そこから各教師
が自分の教科の特徴や学習者のレベルを見極
め， 授業を工夫する。 そのことで， 授業の内容
理解を超えた学習者の思考経験を生み出す。



























がわかる。 また， 「根拠， 主張， 指摘する姿が見
られた」， 「自分の言葉で書いて説明できるように
なった」 などの意見からは， 持論を形成し， 確信
したいという欲求が行為に結びついていると考え
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第 1 に 「認識の深化と知への欲求」， 第 2 に
「思考の拡散」，第 3に「言語活動の定着と意欲」
である。 鳥取大学附属中学校では， 平成 27 年








































































創造する力の育成」 は 「やりくり」 活動を通して
育まれているのである。
3.7.　今後の課題
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